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第１章 将来像・基本理念 
 

１．まちの将来像 

 

第１次村上市総合計画では、本市の目指すべきまちの将来像を「元気“ まち”村上

市」とし、「住んでいいまち」「訪ねていいまち」などの意味を込めました。第２次村上

市総合計画では、第１次村上市総合計画で掲げたまちの将来像を引き継ぎつつ、更に市

民の幸せが大きく広がるまちを目指して、「やさしさと輝きに満ちた 笑顔のまち村上」

をまちの将来像としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ｅ 

図 1-1 まちの将来像 

まちの将来像 

「やさしさと輝きに満ちた 笑顔のまち村上」に込められた意味 

 豊かで美しい自然環境、歴史・伝統がある様子、思いやりや支え合いが地域

に広がっていく様子を「やさしさ(に満ちた)」として表現しています。 

 産業や地域が発展し、まちに活気があふれるなど、人々が輝いている様子、

その輝きが本市の自信や誇りとなっていく様子を「輝き(に満ちた)」として

表現しています。 

 私たちのふるさと村上市が、多方面に広がりを持ちながら発展していくこと

で、市民が笑顔（幸せ・元気）になっていく様子を「笑顔のまち村上」とし

て表現しています。 

第１次村上市総合計画の 

「元気“ｅまち”村上市」を

引き継ぎながら、より人が輝

くまちにステップアップ 

いー 

いー 
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２．まちづくりの基本理念 

 

まちづくりの基本理念は、本市のまちづくりを進めていくうえで、市民一人ひとりと

行政がお互いの立場で大切にしなければならない基本的な考え方や心構えを示したもの

です。 

第２次村上市総合計画においては、『育む』、『創る』、『広げる』の３つ言葉を基本理念

のテーマとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

育 む  やさしさと故郷の誇りを育み、人が育つまちをつくる 

 

 

創 る  賑わいと輝きを創り、活力あるまちをつくる 

 

 

広げる  いきいきした地域を広げ、笑顔あふれるまちをつくる 

 
  

図 1-2 基本理念の３つのテーマ 

まちづくりの基本理念 

第２次村上市総合計画 基本構想
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第２章 基本目標 
 

１．まちづくりの基本目標 

 

まちづくりの基本目標は、本市が目指すまちの将来像を実現するための取り組みにつ

いて、基本的な方向性を示すものです。第２次村上市総合計画においては、次の６つの

基本目標を設定し、『笑顔のまち村上』の実現を目指します。 

 

いきいき元気な笑顔輝く、支え合いのまちづくり 

 

少子高齢化を見据え、多様な支え合いや支援体制を整えるとともに、市民が健

康で安心できる暮らしの実現を目指します。 

 

 市民が元気に暮らすことができるよう、保健・医療体制の充実とともに、疾病・介護予

防や健康づくりに取り組みます。 

 安心して子どもを産み育てられる環境を整え、子育てを応援するまちづくりを進めます。 

 高齢者や障がい者などが住み慣れた地域で暮らすことができるよう介護や福祉のサー

ビスの充実を図りながら、生きがいのある暮らしづくりや健康寿命※の延伸を積極的に

進めます。 

 相談体制の充実や地域支え合い体制の構築など、多様な支援体制づくりを進めます。 

 

 

ひと、まち、自然が調和する、美しい定住のまちづくり 

 

本市の豊かな自然や美しい景観を守りつつ、利便性と安全性の高い調和のとれ

たまちづくりを目指します。 

 

 豊かな自然環境と美しい景観を後世に引き継ぐための環境保全活動を進めます。 

 自然エネルギーの利用やリサイクル率の向上などに努め、環境に低負荷な循環型社会※

の形成を推進します。 

 豊かで美しい環境や景観などを生かし、自然や文化と調和する都市の形成を目指します。 

 人と環境に配慮した長寿命で高耐久な社会基盤の整備を推進します。 

 日本海沿岸東北自動車道の市内全線開通を見据え、交通ネットワークの高度化や利便性

の向上を進めます。 



13 

 

 

産業が創る地域の誇り、活力みなぎる賑わいのまちづくり 

 

基盤整備や担い手確保を図りながら、時代に即した多様なニーズへの対応や地

域の活性化支援により、本市経済の好循環と魅力の向上を目指します。 

 

 優れた品質の農林水産物を安定的に生産できる体制づくりを支援し、多様なニーズへの

対応や担い手の確保などを図ります。 

 企業誘致や起業・創業による新たな仕事づくりを応援し、多様な産業の振興と雇用創出

を図ります。 

 伝統産業や市内生産物の高付加価値化※と農林漁業の６次産業化※などにより、販売・収

益の拡大等と市内産業の活性化を図ります。 

 全国に誇ることのできる様々な地域資源や人材を生かし、交流人口※の拡大や地域活性

化につながる取り組みを進めます。 

 本市の魅力を多方面で発信し、認知度の向上やブランド力※の強化を図ります。 

 

 

 

いのちと故郷を絆で守る、安全安心なまちづくり 

 

自然災害をはじめ、環境や社会の変化に伴って発生する様々な危険を未然に防

止する体制を整え、市民の安全安心な暮らしづくりを目指します。 

 

 自然災害の発生に備え、災害に強い環境整備と地域の体制づくりを進めます。 

 消防・救急体制の整備や消防団などの組織強化を図り、災害等の予防と市民の生命を守

ります。 

 交通安全対策の充実と犯罪・非行の抑止活動を進め、市民の安全確保に努めます。 

 消費者の保護対策や特殊詐欺※の防止などについて、啓発活動の強化や相談体制の充実

により、被害の防止と低減を図ります。 

 

  

第２次村上市総合計画 基本構想
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伝統と文化を育む、すこやか郷育のまちづくり 

 

歴史・文化・伝統行事など全国に誇れる郷土の宝を守り伝えながら、地域一体となっ

た郷育の推進により、優れた人材の育成や豊かな地域づくりを目指します。 

 

 子どもたちの学ぶ意欲を高め、確かな学力の定着と健やかな心身を育みます。 

 地域の優れた人材の活用や新潟リハビリテーション大学などとの連携により、学校と地

域社会が一体となった教育環境づくりを進めます。 

 少子化に対応した教育環境の適正化や学習内容の充実を図ります。 

 スポーツ、芸術・文化の振興に努めるとともに、歴史や伝統行事、文化財等の保存・継

承などを進め、郷土の誇りを高める活動を推進します。 

 生涯にわたる学習活動を支援し、優れた人材の育成と豊かな地域づくりを進めます。 

 

 

 

ひとりひとりが活躍する、市民が主役のまちづくり 

 

市民がまちづくりに参加する機会と気運の向上を図るとともに、行政のポテンシャル

（能力）を高め、市民が活躍できるまちを目指します。 

 

 市民が自らの意志に基づき平等に参画できるまちづくりを推進します。 

 まちづくりへの市民参画を支援し、協働して地域の課題解決や活性化に向けた取り組み

を進めます。 

 多様な市民のニーズに柔軟に対応するため、行政事務や組織の効率化と体制づくりを進

めます。 

 情報発信や市民参画を広げ、透明性の高い行政運営を図ります。 

 近隣市町村との広域的課題に対応するとともに、効果的な社会資源の活用や整備のため、

定住自立圏※などによる広域行政を進めます。 

 

  

さといく
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図 2-1 基本構想の体系 

第２次村上市総合計画 基本構想
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２．重点戦略 

 

重点戦略は、本市の将来像の実現に向け、特に重点的・優先的に取り組むものです。

「村上市総合戦略」を第２次村上市総合計画の重点戦略として位置づけ、本市の最大の

課題である人口減少問題に取り組むこととしています。 

「村上市総合戦略」は、総合計画の各政策分野における施策や事業を横断的に取り組

むものであり、人口減少問題に関する対策を主な目的とした計画です。計画期間は平成

27 年度～31 年度までの５年間としていますが、期間終了後においても人口減少問題は市

の最重要課題と考えられるため、第２次村上市総合計画における重点戦略として施策や

事業の方向性は引き継ぐものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 2-2 第２次村上市総合計画の重点戦略 
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第３章 土地利用構想 
 

１．土地利用構想の位置づけ 

 

本市は、1,174km2 という広大な面積の中に豊かな自然を有しており、市の重要な産業

である農業や林業と合わせて緑豊かな土地が大部分を構成しています。また、先人が築

き上げた歴史・文化が各地に色濃く残り、特色あるまち並みや集落が形成されています。 

村上地区と荒川地区に主な中心市街地が形成されている一方で、広大な平野部や中山

間部、細く長い海岸部に集落が点在し、道路や鉄道による結びつきが極めて重要となっ

ています。 

このことをふまえ、第２次村上市総合計画におけ

る土地利用構想では、本市の豊かな自然環境の保全

と都市環境の調和に配慮しながら、第１次村上市総

合計画の土地利用構想を基調としつつ、今後の土地

利用に関し基礎となる考え方や方向性を示していま

す。なお、土地利用に関する具体的な方針や詳細な

計画については、国土利用計画を中心とした各種個

別計画において定めることとしています。 

 

 

２．各圏域と土地利用 

 

本市の土地形状は、海岸部と平野部、中山間部の３

地域に大きく分けることができます。海岸部は、海岸

線の総延長が約 50km にもおよび、県立自然公園とな

っている美しい海岸線には夏場に多くの観光客の来

訪があります。平野部は、主に岩船産コシヒカリを生

産する水田が広がっており、市の基幹産業である農業

を支える食糧生産地帯となっています。中山間部は、

市の北部を中心に越後杉ブランドの優良な木材や林

産材の生産地帯となっており、市の北東側には磐梯朝

日国立公園の豊かな森林が広がっています。 

  

国の名勝天然記念物 笹川流れ 

平野部の広大な水田地帯 

第２次村上市総合計画 基本構想
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平野部のうち村上地区と荒川地区には市街地が形

成されており、民間サービスを含めた都市機能が集

積しています。この他、海岸部を中心に生活圏域が

形成されている山北地区や、中山間部から高根川や

三面川流域の農業地帯沿いに生活圏域が形成されて

いる朝日地区、国道７号沿いに生活圏域を設け、平

野部を中心に集落が形成されている神林地区があり、

大きく分けて２つの市街地圏域と３つの生活圏域を

形成しています。 

 

●海岸部及び中山間部の自然豊かなエリア ……   自然ふれあいゾーン 

●平野部の水田を主とした農業中心エリア ……   食糧生産交流ゾーン 

●村上地区・荒川地区の市街地エリア   ……   市街地活性化ゾーン 

 

３．交通ネットワークの形成 

 

広大な面積に小さな集落が点在する本市は、中心となる市

街地圏域と各地区の生活圏域を繋ぐ交通が重要となります

が、これらの道路や鉄道などの延長が大変長いものとなり、

移動にかかる時間も長くなります。 

こうした中、日本海沿岸東北自動車道が本市の南北を貫く

ことで、将来、移動時間は大幅に短縮することとなります。

また、物流、通勤、交流人口※に多大な影響を及ぼすことが

推察されるほか、各地区生活圏域から中心市街地の機能が利

用しやすくなることから、市街地圏域が担う役割や機能がよ

り高まることが期待されます。 

今後、本市の土地利用を具現化していく中で、日本

海沿岸東北自動車道を中心に国道７号、国道 113 号、

ＪＲ羽越本線及びＪＲ米坂線などを地域間移動の「広

域軸」として捉え、「市街地圏域」と「生活圏域」、「交

流拠点」などとの繋がりを生活道路や身近な公共交通

である「地域・生活軸」によってネットワークしてい

くことが重要となります。これにより、生活圏域の住

みやすさと市街地圏域が持つ利便性を調和させるこ

とができるとともに、本市の一体的な土地利用が実現

します。  

磐梯朝日国立公園のブナの森 

日本海沿岸東北自動車道 

美しい海岸線に沿って走る JR 羽越本線 

第２次村上市総合計画 基本構想
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４．土地利用構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第２次村上市総合計画 基本構想
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■土地利用構想における各所の機能や役割、土地利用の方向性など 

 名 称 対象地域・路線 機能・役割・方向性 

圏
域
・
拠
点 

市街地

圏域 

村上、荒川市街地

と両地区の町内

及び集落 

・居住地、就業地のほか、比較的高次な商業、医療、

教育、文化など、本市や近隣市町村からも利用さ

れる施設が立地する圏域として機能の維持と利

便性の向上を図る。 

生活圏

域 

神林、朝日、山北

地区の各集落 

・各地区に分布する中小規模の集落（神林：40か所、

朝日：46か所、山北：48か所）を生活圏域として、

住みやすさの向上を図る。 

交流拠

点 

地域内外との交

流の拠点となる

施設（道の駅な

ど） 

・産業振興や観光などの地域活性化のために幅広く

利用される交流拠点として機能の充実を図る。 

線 

広域軸 

日本海沿岸東北

自動車道、鉄道、 

国道７号・113号 

・市外からの人やモノの円滑な移動を支援し、地域

内外との交流促進や産業等の活性化を図る。 

・広域軸は地域・生活軸も兼ねる。 

地域・

生活軸 

国道345号、県道

等、粟島航路など 

・市内の主要な拠点間や生活圏域内の円滑な移動を

支援し、市民等の通勤通学、買物、通院等の日常

の利便性の確保を図る。 

ゾ
ー
ン 

自然ふ

れあい 

ゾーン 

地域資源に恵ま

れた森林地域及

び海岸地域 

・集落部では自然環境に恵まれたゆとりある住環境

を形成する。 

・景観や自然環境など恵まれた地域資源を活用し、

林業や水産業の振興をはじめ、交流拡大なども考

慮した多面的な土地利用を図る。 

食糧生

産交流 

ゾーン 

市街地を取り囲

む農業生産地域 

・集落部では田園を主体とした景観と調和のとれた

住環境を形成する。 

・主に良質な農産物を供給する食料生産基盤として

の土地利用を展開し、資源を活用した交流拡大を

図る。 

市街地

活性化 

ゾーン 

村上市街地 

荒川市街地 

・居住、就業、商業、医療、教育などの都市機能が

集積する利便性の高い土地利用を図る。 

 


